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此頃小望遠鏡で面自い星
N　　K　　生
○ナリオン座52（Σ795）二重星
　赤出5時43、7分　赤緯北　6。26’
6，2等ε6．2等の重星で位置角209）距離L6秒で三吋に〔i都合の良い試瞼星でttあろ
が良．い4遠鏡でないTL？分離ほ困難である。ナリナンαの近くであるが探しにくい星
であるっΣほウイ）レヘルム　スbンーべ　W・Struveの領分にてΣ（シグマ）795ミ
よぶo
O乙女座γ　連星
　赤裡12畦37・7分　赤緯南　100’
　最も有名な二重星の一つで黄色の3，6等3・7等ミの：重星であろ。現在②位置角ロ323Q
距離5，6’，で良好なろ一llすで二星に見えろ。此り星ぱ辺期約190年の連星で二星の
距離最小　O・4”　から　6β”　［：　11jるので距離賦現在に減じつsわり位量角に檜加
して回る。
OM5iN．G。C．5194糠犬座風鐸皐雲
　赤征　13時26・5分　北　47。36’
　此り星雲②位置ば大熊座ηの南勲犬廃り北端にあるol吋8倍でぼんPり黒し7こ小
さなもの為見ろ事が繊寒ろa3吋でぱ大きく見Qるが渦1楓i全く見えないから失望、
する071ずぼんやりしナこk小v）二つの声い光の塊があるのみであるOlO吋でぱ随分
明ろいが其れでも二つの杖かかろうじて認め得る位であるo
O北冠座R　不規則攣光星
　赤征1塒45β上北28’24’
　興味多き攣滝星tして白鳥SS型の星ご共に羅えす注意されて居る星である。攣光
［1［5．5等位から13等まで到ろので多く6等星位で北冠の圓内に嘗く肉眼でも見えて居
る6等位で紹え’鋼浸し「て居うが伍々急激に八等畔にば13善以下まで下り小望遠鏡
でぱ見えない○叉此の減ソ倶回可時里ろミも限らす少しも油籔ならぬ星である。双脳
鏡でよく学館出來ろ星圃を入れておく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○賜座β　三重星
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　赤径工6時0β分赤緯
　南　19つ36’
2・9等：5．ユ等（H．R、）位置
角25Q距離13β秒
2・9等の星置（バーナム氏）に
より18吋雫にて二重なろ藁
塚下見されナこ。伶駿ば9．7等
て位置角950距離LO”であ
る，から小塞蓮鏡でば見えぬ
遊星P月がしばしば近づい
ずこり又掩祐琵准r走旦こすo
O蜷｝燭玉α　　（An亡ares）　二＝二重星隔
　赤経　16時24．5分　南
　260　16’
夏南天に輝く赤い星εして
知られ響て居る。証bZ）星ば7，1
等星在位置角27‘）o距離3，0
秒の所に有して居って大き
電星が近くにあるので非常
に見にくい。破のHerche1
（WiHiam）が趾の俘星為逃がして居ろ位で空氣の絵程錘かな時［こ認め得ろ京都で［t
4吋でも認める機會ば少ない。口征よりも空気の試験にょいQW田lam　H　rscl　el
位の人が逃しず三俘益だこうして獲見けこか、興れにば面自い話がめろ。1819年B」rg
が此の星が掩蔽されtこ四二ざきに糸求の小星が飛出して來てしばらくじ（赤色星が1：｝i
れ事な報じ7i。しかし他の観測者に男星な認めなかつ7；ので否定されて居たがミチ
1’28．
XJレMitchelがシ’ンシナチClr｝cinatiに於t（11｝IJ」にて見づ｝一）　7：ので澄明された。掩
蔽の場合にば主星が完全に月の爲にかくされるので二三秒の商だけ小論が見えろの
で此2）現象ぱ其の訂しばしば認勇らナげこaL3吋で、工羅酒中に見えろo
OM　13號　N．　G，c．6205　＾1レクレス座証歌星團
　男親　16時3SS分　北　3伊36，
位置ぽヘルクソス座ηからζまでの約三分の一の所にある。肉眼でも約六等位のぼ
んやりしナこ星に見え双限鏡でによく見えろ。2’3吋の望遠碗でば箇々の星が見えす中
心の混いた球欺のものにしか見えないが四目でrt多少の星を忽bる。其の美観を味
ほんミずうにほ少なくtも十吋た要すろ。数百数’f；の小星が一一所に密集して生きい
きしK居ろ所に望遠鏡て無くてば味ばれぬ肚観である。
○ヘルクレスa（X．＞IL2－O）．E光星董星
　赤裡　茸時工1，0分　赤緯　北　工4uO2「
3等：5．5等位置角110度距離4・6”
3等の方ユ攣光星である。主星ぱ黄色で俘星醐量い弄与色であって重星申最美なもの
の一つである02吋100倍にて容易である○主星〔工31等より3・9等；圭で攣光し不規
則であろo
OM．22　N．　G．　C．6656號　射手座球歌星團
　赤裡　　18日ぎ31・5分置　赤緯南　　240　3「
此の口歌星翌ば射手座入の北にあって甚だ明ろいもので夏晴夜肉眼に見taうもので
ある。一白や双賑銚でli小彗星り様に見ねろが四三でrs多くの微星が見ね十型でに
球歌星團の肚槻な黙しむ時が出來ろ。ヘルグレス座13より散開である）
○琴座∈四重呈
　半径　　18日．S！l．7夕♪　　赤緯　　4ヒ　　39こ）　35，
琴座頃∈・ば∈・の離れナこ樹で其の距離lt207i，あろから肉眼の良い試験星である。双
限鏡であれば容易に二重に見えろ。∈エ∈2　1t二吋の良v’試瞼星で二星に見える。
　　　　　　　　　等級　　　　　位目角　　距離
　　　el　　　a　5ユ　　b6，0　　　70．　．　3．O
　　　c2　5，1　5，1　］．］7　233吋で二重に見え沁望遠鏡livンズが良くないε見てよい。　c’　t・2　o間（：二三星が
あろが9・5等の星だけが小望遠鏡に見えろo
o琴座3　獲i光星及び二重星
　年徳　　18時47．15＞　　赤緯　　33（）16，
有名な攣光星で1784年グードリクの獲見にかyるもので憂光範團ば3．4－4．1等で週
期t工12．90S日で漸次に長くなって居ろ。隣のγE比i潤するご憂患ばよく認め得るが
良い比較星が無いので槻測ほ困難であろ。第一少しでばあるがγが憂光星であV）比
較星に謹告的二Lf星が多）・○望遠克で見る芝直らに育色の美しい67等¢’俘星が見え
るり位置角ぱ14goS一巨嬉嬉46秒であろo
O琴座θ　二重星
　赤革　19時12・9，か　北　37057’
4．6等：10箒（黄；青）　位置角　71Q距離三〇〇秒3吋で容易である0
0M27小狐座亜鈴星雲　N．G，c．6853
　thl　ft］ミ　　19日寺56・1二多二｝噛　赤緯　　4ヒ　　22つ　30，
　亜鈴星雲Dumb．bell　Nebulaビ呼ばれ
1吋8倍にて見出す事が出來る　小狐座］・一1のト｝イにある。何力訂故に亜鈴tよばれうか
三吋秘持つ人なれば分かるが二つの大味丸い星雲がくっついて見て亜鈴の様である
からであろ。約一世窓前英のロツスが此n存星に分解しアこミ言ばれアこが其れほ誤で
全くの瓦斯星雲である。
　　　　　　　王立天皮學倉の’金メ塑ル
　王立天文學會（英國）it今年敦授A・A・マイルルソン氏に1強が天文學的測量に干灘
計を漣用ぜし功勢に封じ（贈らる㌧事εなったり之れより先き恒星の直径の測定に
干渉計旭麺止するの可能性ほ1868隼科學學曾の引算告［：ブイゾ1が襲表し、1874年に
ぱ其方法の試論存ステ　・一・フアンがマ1レセーユ天丈蔓の大反射望遠兎な使用しナこマイ
ケルソン託し租δ90年1こ此問題るr理論的に、翌年にほ實際的に充分進歩ぜしめた。冒
し世て閲周知の如く、ウわレソン山天文毫で大威功愚兄って近年此の方法が適用ぜ
られ六の1工彼の提議に由ったのであろo
